











の詩がある。薬名詩とは、漢方や民間で用いられる薬草の名を詩中に詠みこんだもので、 「雑体詩」 （古典詩歌の体裁の一。離合詩、回文 などがある）のなかの「雑名詩」の一種であ
（１）
。
中国では唐・宋代に盛 に作られ 宋代の 話にもしばしば登場するこのスタイルは、当時は多く 詩人文人によって作られていた。筆者は中国 薬名詩の調査において 日本 も薬名を織り込んで作られた 文がある とを知り、江戸時代後期の儒学者中井蕉園（一七六七─一八〇三） 漢文作品「徐長卿伝」を知るに到った。 「徐長卿伝」は一千字ほどの散文 あるが、主人公である徐長卿をはじめ、登場人物すべての名前に漢方の薬草を当て、また文中の名詞や形容詞にも 草名を用い、そ薬草が持つ性質や効能がストーリーに生かされるよう工夫され









　「西清詩話」云、藥名詩起自陳亜、非也、東漢已有離合體、至唐始著藥名之號、如張籍「答鄱陽客詩」云、 「江皋歳暮相逢地、黄葉霜前半夏枝。子夜吟詩向松桂、心中萬時豈君知」是也、僕謂此説亦未深考、不知此體已著於 、非起於唐也、當時如王融、梁簡文、元帝、庾肩吾、沈約、竟陵王皆有、至 而是體盛行、如盧受采、權、張 皮、陸之徒多有之 呉曾「漫録」謂、藥名詩、庾肩吾、沈約亦各有一者 非始於唐 所見亦未廣也、本朝如錢穆父 黃山谷之輩、亦多此作。 （ 『西清詩話』は、以下のように言う。薬名詩が陳亜
（３）
に始まると言うのは誤り





枝。子夜 を吟じて松桂 向かひ、心中万事豈君の知るらん」とあるのがそれで と
（４）
。私はこの説もまた、まだ考察が十












対象とした俗文学作品である。戦国時代の伍子胥の仇討ちをモチーフとし、それを発展させた物語であるが、文中に伍子胥が妻と薬草名を織り込んだ詩を用いて問答をす くだりがある。また、宋の陳亜は宋代詩話にしばしば登場し、 「生涯に薬名詩を百余首作った」と言われる詩人である。時代が下って元・明代に入ると、薬名詩は戯曲や物語の中に取り込まれ 韻文から散文へと展開してゆく。田中氏は『西廂記』 （王実甫）や『陽春白雪』の「中呂・粉蝶児」 （孫叔順）などの套数作品について考察し、さらに薬草名を用いた散文についても触れ 清の褚人獲『堅瓠集』 （丙集巻二）収載 、薬名を織り込ん 書簡（蘇州の芸妓と情人のやりとり）を挙げている。　
田中氏の指摘の他に、明代にはすでに薬名を用いた散文が書





「採薬」で、蘭軒は「倣薬名詩体」の五律を作つた。 「採薬遇天晴。青籃掛杖行。途平蓬野濶。苔滑石橋横。林薄荷鑱入。池塘洗艸清 吾家間事業 不是学長生 」第一には天精がある。天精は地骨皮の別名である 晴は精と通ずる。 二 藍がある。籃藍は相通である。第三に 萍がある。平は萍と通ず第四には滑石がある。第五に薄荷がある。第六に蒨草がある。洗蒨は相通である。第七に五加がある。五加 吾家とは音通である。第八に長生がある。長生は羌活の別名である。　
蘭軒は本稿で取り上げる「徐長卿伝」の作者・中井蕉園より










に、中井竹山の四男（第七子）として大坂に生まれた。名は曽弘で、蕉園は字である。また、仙波 も号した。父の中井竹山は当時著名な儒学者 り、幕府認可の学問所「懐徳堂」の学主（教務責任者）であった。 「懐徳堂」は大阪の町人たち 創設した、町人のための教育の場であり、朱子学を中心に中国の古典を教授していた。蕉園の父・竹山は「懐徳堂」の発展 力を尽くし、その黄金期を築いた。そ 弟（蕉園の叔父 あたる）中井履軒は私塾を開 て経学の研究に従事し、多くの著作を残した。蕉園はこうした学問の家系に生まれ、父や叔父の薫陶を受けて育った。特に詩文の才能にすぐれ、頼山陽から「文妖」と評されたという 早読みを得意とし、 「七歩二首」 （七歩歩くうちに、七言律詩二首を作っ ） 「一宵十賦」 （一晩のうちに、与えられた賦題で十の賦を作った）などの逸話を残している。蕉園は父から将来を嘱望されていたが、享和三年（一八〇





















































































曰く、是の児眼 龍珠 如く面は大棗の し、背に黒子有り、三七列を成すは、少壮に必ず厄有り、晩年 ならざるは莫し、と。長ずるに及び學を好み遠志 業を黄精先生に受け、旁ら兵法を學ぶ。【訳】　
徐長卿は字を杜仲という。瑣陽・商陸の人で、先祖は防風氏














































































































































































































































































































































































































































































































劉寄奴：リュウキド。 『南史』 「宋武帝紀」 宋の高祖劉
裕（幼名は寄奴）が若いころ、大蛇を射た 翌日、その場所に行ってみると、青衣の童子が薬草を搗 ていた。劉裕が尋ねると、童子 「王様 劉寄奴に傷つけられ ので、薬を作っているのです」 答えた。劉裕 その薬草を持ちかえると、切り傷にたいへん効果があったので、この「劉寄奴」と呼ぶようになったとある。

　










































ぶ薬草が人名、地名、名詞、熟語な の形で用い れている人名には、人名そのものを冠した薬草名を付 、悪役には劇毒を有する植物を、それを退治する将軍には解毒作用 ある薬草を、また仙人 効能のすぐれた薬草を配 、その薬草 持つ
性質や効果によって、登場人物の性格が察しられる仕組みになっている。薬草名は人名や地名だけでなく、 「及巳」 （己に及ぶ） 、 「使君子」 （君子をして…せしむ） 、 「独活」 （独り活きる） 、「知母」 （母の…を知る） 、 ｛当帰｝ （当に帰るべし） 、 「預知子」（子の…を予知す） 、 「牽牛」 （牛を牽く）など、動詞や熟語としても用いられており、その場の状況を掛詞によって見事に表現している。その分類は次の通りである。（一）
　
人名：徐長卿（主人公） 、杜仲（徐長卿の字） 、蔓荊子


























にあらず）とあり、 「天晴→天精（地骨皮） 」 、 「籃→藍 、 「平→萍」 、 「滑石」 「薄荷」 、 「洗（艸）→蒨（草） 」 、 「吾家→五加」 、「長生（羌活の別名） 」というように、音通や別名を使って、薬草名を当てる技法が随所に施されており 中国宋代の薬名詩の「仮借された薬草名」を用いるスタイル
⑿
に類似していること






















が、その土地の人は野葛で人を殺めたり自殺したりしていた。誤って口に入れると、葉の半分でも死んでしまい、水を飲んで毒を消そうとすると逆に毒が早く回って、しば ば水の器 投げ捨てたときには、已に死んで るのだ） 」とあり、その毒性の強さがうかがわれ 人殺しをものともせず、朝廷に反乱を起こす大悪人の名前として、恰好な毒草である。徐長卿を助ける仙人たちの名前も、霊験あ 薬草の名 である。徐長卿の人相を見た「白頭翁」は「老人」であ こと 掛けており、師匠の「黄精先生」は、漢の張良 黄石公の故事を想起させ 功成り名を遂げた徐長卿が、仙道 修行した「威霊仙」は、成分が強力で素晴らしい薬効があるという。なお、第五段の末尾に登場する「劉寄奴」は、南朝宋 高祖劉裕の幼名を冠した薬草である。さらに異民族の名称には「辛夷」 緑礬 のように、「夷えびす







































































































名詞「生査子」四首が収録され、その作者小伝に「陳亜、字亜之、楊州人。咸平五年進士。歴任於潜令 知越州 潤州 湖州、官至太常少卿。…少孤、長於舅家、受其舅影響、熟諳、藥名 有藥名詩百餘首。 」とある。
（４）
　
この詩における薬草名は、 「地黄」 「枝子（梔子） 」 「半夏」















































項楚『敦煌変文選注』 （増訂本） 「伍子胥変文」の注に、 「徐
長卿：藥用植物 相傳徐長卿以此藥治病、故以人名藥。 『太平御覧』巻九九一引『本草經』曰： 『徐長卿、一名鬼督郵。味辛温。出山谷、治鬼物百靈蠱毒毒疾疫邪氣温鬼、久服強悍輕身、生太山。 』 」とある。
（
14）　
湯浅邦弘編著『懐徳堂事典』五十九頁。
（
15）　
湯浅邦弘編著『懐徳堂事典』五十九頁及び六十三頁。
（
16）　
W
E
B
懐徳堂「懐徳堂文庫電子図書目録」 （
W
W
W
.kaitokudo.
jp/m
okuroku ）
（
17）　
真柳誠『日本版中国本草図録』巻九「中国本草と日本の受
容」 （中央公論社
　
一九九三年）によれば、 『本草綱目』は江戸初
期に日本に伝来し、寛永十四年（一六三七年）に和刻版が出版され、また『本草備要』は、一六八二年頃から流行し、一七一八～一七二九年頃に復刻されているという。
（
18）　
湯浅邦弘編著『懐徳堂事典』百五十八頁から百六十三頁「懐
徳堂と政治」 。
（
19）　
湯城吉信「懐徳堂文庫資料解題」によれば、 「戯撰酒具名姓」
「戯撰茶具官銜名姓」などの作品が残されているという。
